平成３０年度事業報告　
　(平成30年１月１日～平成30年１２月３１日)

特定非営利活動法人チャイルドラインとちぎ
１．事業実施の方針

子どもの心に寄り添い心を受けとめ生きる力を支援する電話としての充実と発展を図る。
1 受け手の資質の向上とモチベーションの維持を図るために定期的な研修を必修とする。

2 次年度受け手を継続するには全研修の半分以上の出席を必要とする。

3 支え手の意義と役割を確認し意識の共有を図るために支え手研修を必修とする。
4 北関東エリアで協力体制をとり情報を共有し運営や研修に生かす。
5 オンラインツールを利用した研修を行いキャンペーンに参加する。

6 アウトリーチプログラム研修をする。
子どもの権利条約に保障された子どもたちを支える社会環境をつくるために地域社会に問題を提起する。
①　チャイルドライン支援センターに協力し全国のチャイルドラインとともに全国的な規模で子どもたちの声を受けとめ社会に発信していく。

2 広報誌や実施報告書を発行し広報普及に力を入れる。
3 公開講座を開催し、広く一般の方に「子どもの現状」の理解を広める。
7 受け手の資質の向上とモチベーションの維持を図るために定期的な研修を必修とする。

8 次年度受け手を継続するには全研修の半分以上の出席を必要とする。

9 支え手の意義と役割を確認し意識の共有を図るために支え手研修を必修とする。
10 第14期生の募集と養成講座を行い受け手を養成する。
11 北関東エリアで協力体制をとり情報を共有し運営や研修に生かす。

子どもの権利条約に保障された子どもたちを支える社会環境をつくるために地域社会に問題を提起する。

①　チャイルドライン支援センターに協力し全国のチャイルドラインとともに全国的な規模で子どもたちの声を受けとめ社会に発信していく。

4 広報誌や実施報告書を発行し広報普及に力を入れる。

5 公開講座を開催し、広く一般の方に「子どもの現状」の理解を広める。

２．事業の実施に関する事項
＜成　果＞
受け手研修・・・養成講座のない年度なので、受け手・支え手のスキルアップを目指しました。平日、土日を織り交ぜながら13の研修を行いました。(2回の公開講座を含む)

しかし、一回の受講者数の平均が19名でした。ここ数年右肩上がりで伸びていたのですが今年は減少へと転じました。特に経験の浅い期の方の参加が少なくなっているようで心配です。9月15日「子どもの権利条約」増山均氏の講座を外部主催の研修の1回に加え、参加すると研修1回分にできる様にしました。毎年事務局に依頼して複数補講を企画していましたが、12月現在でノルマ達成が出来ていない方は1月からシフトに入れなくなりました。(達成次第で復帰)
支え手研修・・・新しい支え手を迎え、もう一度支え手のあり方を見直す研修をしました。

研修部会・・・次年度の研修案を考え役割分担をしました。

11/29(木)19:00～21:00 「次年度の養成講座について」9人
カード配布について・・・今年度も県内の公立高・中・小学校には、教育委員会の協力のもと、カードを配布しました。また国立・私立の高・中・小学校には直接お伺いしてカード配布をお願いしました。
また今年も、不登校支援の学校等などにもカード配布をお願いいたしました。
その他の広報活動として・・・5月にはフェスタmy宇都宮、8月には宮まつりにボランティアとして参加、又大和ハウスさんのピザ焼きにもボランティアとして参加しました。11月にはふれあいフェスティバルに参加、子ども虐待をなくそう！県民の集い等ＮＰＯ団体や行政主催のイベントに参加し、パネル展示・リーフレット・広報誌の配布をしました。
広報誌第24号・25号の作成・・・　広報誌24号では、特集に今問題になっている子どもの貧困について取り上げ、ご自身の体験談をお話くださった内田　恵さんの講演を掲載しました。
巻頭文には、中学校の養護教諭を39年間勤め、現在高校の学習支援教室責任者として子どもたちに関わっている金子由美子先生に、「子どもたちの現状と今大人に求められていること」について書いていただきました。
広報誌25号では、「子どもたちをめぐるネット環境の問題」について、全国webカウンセリング協議会の安川雅史さんの講演を特集に取り上げました。
巻頭文には、チャイルドライン支援センターの代表理事に就任した、当会の理事長松江比佐子氏に「子どもたちの笑顔のために～チャイルドラインの新しい取り組み～」と題し書いていただきました。
広報誌は、ご支援くださっている各団体・支援会員の方々にお送りしました。
通信は第85号～第90号を発行し、“受け手”“支え手”の方々に発送しました。
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	事　業　名
	事　業　内　容
	実　施

日　時
	実　施

場　所
	従事者の人　数
	受益対象

者の範囲

及び人数
	支出額

(千円)

	1.子どもの声を聴く事業
	①子どものための相談電話の実施
	毎週月曜日・金曜日　
毎月・第二日曜・第三土曜日
16時〜21時
毎月・第2金曜・第４金曜　
21時〜23時まで延長
オンラインチャット

　　8/29　8/30　10/11　11/8　11/28

　　16時～21時


	県内一ヵ所
	延べ970人

延べ

30人
	6歳～18歳

1,886件
56件
	626

	
	②研修事業の開催
	1 「子どもに寄り添うということ」久保千晶
　　　　　　　　　　1/21(日)
	総合コミュニティセンター
	32人
	
	50

	
	
	2 「傾聴とは」　　　　下牧千晶

　2/11(日)
	総合コミュニティセンター


	16人
	
	10

	
	
	3 「ロールプレイング」福本佳之

5/11(金)
	総合コミュニティセンター
	15人
	
	10

	
	
	4 「ロールプレイング」下牧千佳乃

5/19(土)
	総合コミュニティセンター
	19人
	
	10

	
	
	5 「逐語」　　　　　　若色美佐子

6/8(金)
	総合コミュニティセンター
	21人
	
	10

	
	
	6 「性暴力被害」　　　荻津守

7/8(日)
	総合コミュニティセンター
	31人
	
	30

	
	
	7 「現地研修」東京シューレ・スタディツアー　　　　　　9/1(日)
	
	18人
	
	10

	
	
	8 「ロールプレイング」研修部

9/28(金)
	総合コミュニティセンター
	13人
	
	10

	
	
	9 「ロールプレイング」8/30(日)
	総合コミュニティセンター
	22人
	
	10

	
	
	10 「逐語」　　　　　　若色美佐子

10/13(土)
	総合コミュニティセンター
	13人
	
	10

	
	
	11 「ロールプレイング」下牧千佳乃

10/28(日)
	総合コミュニティセンター
	7人
	
	10

	
	
	12 「ロールプレイング」
12/8(土)
	総合コミュニティセンター
	19人
	
	10

	
	
	13 「子どもの権利条約」　増山均

9/15(日)
	総合コミュニティセンター
	18人
	
	30

	
	
	14 「相談室から」　　　　人見健太郎

12/16(日)
	総合コミュニティセンター
	30人
	
	50

	
	③支え手研修の開催
	　

「支え方・情報共有・注意点」

　5/26　


	総合コミュニティセンター
	6人
	　　　


	10

	
	④オンライン研修の開催
	「受け手」研修　　8/18　8/19　

「支え手」研修　　8/19

「オンライン事後研修」　10/27
	とちぎ青少年センター
	17人

9人

13人
	
	200

	
	⑤子どもたちに配布するカード・ポスターの作成と広報
	年間20万枚のカード(県内全域の小学校・中学校・高等学校)
ポスター500枚の配布


	
	21人
	約20万人
	200

	
	①公開講座
	「子どもの貧困」　　内田　恵3/11(日)
	総合コミュニティセンター
	39人
	
	20

	
	1 
	「ネットトラブルの現状と対策」
安川雅史　　　4/7(土)
	とちぎ青少年センター
	49人
	
	70

	2.地域社会への啓発事業
	②広報のためにイベント等に参加
	5/6チャリティゴルフ　　　　　63人
5/20フェスタMy宇都宮
8/4・5宮まつり警備

　　ピザ焼きボランティア
11/18ふれあいﾌｪｽﾀ

11/23スポーツごみ拾い


	新宇都宮ct

城址公園

上河原

とちぎ青少年センター

トライ東


	延べ50人
	多数
	350

	
	③広報誌や実施報告書の作成と配布
	「報告書」1,000冊

「広報誌」3,500冊


	
	26人
	地域住民
	100


